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櫻
井
次
郎
（
神
戸
市
外
国
語
大
学
・
准
教
授
）

　
①
李
力
氏
の
報
告

　
最
初
の
報
告
者
の
李
力
氏
は
、
北
京
市
朝
阳
区
環
友
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
環
境
教
育
や
啓

発
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
中
国
の
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
や
、
気
候
変
動
関
係
の
教
材
作
成
、
市
民
、
政
府
、
メ

デ
ィ
ア
が
参
加
す
る
円
卓
会
議
の
促
進
支
援
な
ど
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
か
ら
は
、
日
中
韓
環
境
情
報
共
有
サ

イ
ト
「
E
N
V
I
R
O
A
S
I
A
」
に
お
け
る
中
国
の
責
任
者
と

し
て
、
日
中
韓
三
か
国
の
環
境
N
G
O
の
交
流
と
情
報
共
有
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
の

環
境
N
G
O
の
な
か
で
は
広
く
名
が
知
ら
れ
頼
ら
れ
る
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
４
年
に
は
中
国
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
S
O
H
U
」
が

各
分
野
の
先
駆
者
を
表
彰
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
「
公
益
先
鋒

人
物
賞
」
を
受
賞
し
、
翌
年
に
は
中
国
環
境
保
護
部
の
主
催
に
よ

り
、
中
国
の
環
境
保
護
活
動
に
貢
献
し
た
人
物
を
選
ぶ
イ
ベ
ン
ト

で
、「
２
０
１
４
―
２
０
１
５
年
グ
リ
ー
ン
中
国
年
度
人
物
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
李
力
氏
の
報
告
で
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
２
０
１

６
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
楚
源
モ
デ
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
近
年
の
中
国
環
境
行
政
の
取

締
り
強
化
と
関
係
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
簡
単
に
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
李
力
氏
は
、
２
０
１
６
年
７
月
に
湖
北
楚
源
集
団
株
式
公
司
の

副
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
同
公
司
は
同
月
１
９
日
、
度
重
な

る
基
準
違
反
の
排
出
行
為
に
よ
り
、
地
元
荊
州
市
の
環
境
保
護
局

か
ら
２
７
６
９
万
元
も
の
過
料
、
及
び
操
業
停
止
命
令
を
受
け
た

ば
か
り
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
同
公
司
は
染
料
生
産
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
、
主
要
製
品
・Ｈ
酸
の
年
産
４
万
ト
ン
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
誇
り
、
同
公
司
の
操
業
停
止
処
分
の
情
報
は
、
翌
日
の

２
０
１
６
年

 

第
４
回
日
中
環
境
問
題
サ
ロ
ン
の
紹
介　

活動報告をする李力氏
（2016年 12月 21日撮影）

微博に掲載された　
「好空気保衛侠」の活動
（2016 年 12 月 21 日発表
資料より）

　
今
号
で
は
、
２
０
１
６
年
１
２
月
２
１
日
に
開
か
れ
た
２
０
１
６
年
第
４

回
日
中
環
境
問
題
サ
ロ
ン
「
中
国
の
公
害
・
環
境
問
題
と
環
境
N
G
O
の
取

り
組
み
」
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
サ
ロ
ン
は
、
一
般
社
団
法
人
ナ

レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
協
力
に
よ
り
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
の
ナ
レ
ッ
ジ

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
は
じ
め
に

第四回日中環境問題サロンの様子（2016 年 12 月 21 日撮影）

複
数
の
証
券
ニ
ュ
ー
ス
で
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
行
政
過
料
の
金

額
も
、
環
境
汚
染
分
野
で
は
湖
北
省
の
過
去
最
高
額
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
李
力
氏
は
、
同
公
司
の
会
長
か
ら
直
接
要
請
を
受
け
、
同
公
司
の

汚
染
処
理
施
設
の
改
善
プ
ロ
セ
ス
を
第
三
者
の
立
場
か
ら
監
督
、
指

導
す
る
た
め
、
特
別
に
設
置
さ
れ
た
副
社
長
と
し
て
就
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
給
料
は
１
元
（
年
間
）
に
す
る
よ
う
自
ら
希
望

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
ほ
ぼ
無
給
で
副
社
長
の
任
務
を
引
き
受
け

た
の
は
、
同
公
司
内
部
の
全
て
の
会
議
に
参
加
す
る
権
限
を
持
ち
つ

つ
、
同
公
司
の
利
益
か
ら
は
独
立
し
た
視
点
か
ら
そ
の
環
境
改
善
事

業
を
評
価
す
る
た
め
、
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
な
お
、
同
公
司
に
は
筆
者
（
櫻
井
）
も
今
年
３
月
に
訪
れ
、
環
境

改
善
事
業
を
直
接
見
学
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は

機
会
を
改
め
て
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
趙
亮
氏
の
報
告

　
二
人
目
の
報
告
者
の
趙
亮
氏
は
、
２
０
１
０
年
に
「
天
津
緑
領
」

（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
g
y
l
c
.
o
r
g
/
）
と
い
う

環
境
N
G
O
を
立
ち
上
げ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
あ
お
ぞ
ら
財
団

と
私
も
、
創
設
さ
れ
て
間
も
な
い
同
団
体
を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
趙

亮
氏
は
そ
の
後
、
北
京
の
自
然
大
学
で
研
修
を
受
け
た
の
ち
、
自
ら

大
気
汚
染
の
改
善
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
好
空
気
保
衛
侠
」

（
良
い
空
気
を
守
る
勇
者
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
）
を
立
ち
上
げ
、

活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
回
は
主
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

活動報告をする趙亮氏
（2016 年 12 月 21 日撮影）

企業の汚染改善プロセスを
まとめた図
（2016 年 12 月 21 日発表
資料より）

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
中
国
版
ブ
ロ
グ
（
微
博
）
や
中
国
版
ラ
イ

ン
（
W
e
C
h
a
t
）
な
ど
の
S
N
S
を
駆
使
し
て
大
気
汚
染
の
発

生
源
を
直
接
監
視
す
る
と
同
時
に
、
地
方
政
府
の
環
境
保
護
部
門
に

も
積
極
的
に
働
き
か
け
、
厳
格
な
環
境
行
政
を
促
す
と
い
う
活
動
で

す
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
す
で
に
全
国
規
模
で
多
く
の
協
力
者
が

情
報
を
提
供
し
て
い
る
た
め
、
現
場
の
最
新
の
状
況
が
画
像
や
映
像

な
ど
で
微
博
や
W
e
C
h
a
t
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
地
図
で
ま
と
め
て
提
供
す
る
試
み
も
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

李力氏の受賞の様子
（2016 年 12 月 21 日発表
資料より）

③
徐
華
氏
の
報
告

　
三
人
目
の
報
告
者
は
、「
昆
山
市
鹿
城
環
保
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
社
」
で
事
務
所
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
徐
華
氏
で
す
。
昆
山
市

は
、
上
海
市
が
江
蘇
省
蘇
州
市
と
接
す
る
郊
外
の
街
で
、
経
済
技
術

開
発
地
区
が
あ
る
た
め
、
日
本
か
ら
も
多
く
の
企
業
が
進
出
し
て
お

り
、「
電
化
製
品
の
都
市
（
電
子
城
）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
で
２
０
１
３
年
か
ら
、
廃
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
分
別
の

推
進
、
啓
蒙
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活動報告をする徐華氏
（2016年 12月 21日撮影）



　　
昨
年
の
ブ
ロ
グ
記
事
に
引
き
続
き
「
女
子
大
生
が
見
た
！
」

第
二
弾
！ 

今
回
は
、
昨
年
中
国
の
武
漢
に
留
学
し
て
い
た
際
、

最
も
衝
撃
的
だ
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ

は
忘
れ
も
し
な
い
昨
年
7
月
6
日
、
私
は
今
ま
で
見
た
こ
と
も

な
い
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
地
下
鉄
の
駅
に
大
量

に
流
れ
込
む
泥
水
、
河
川
の
増
水
に
よ
り
長
江
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
た
魚
た
ち
、
膝
上
ま
で
水
に
浸
か
り
な
が
ら
歩
く
人
々
―
。

　
昨
年
の
夏
、
中
国
各
地
は
記
録
的
な
暴
雨
に
襲
わ
れ
、
洪
水

被
害
に
よ
り
い
く
つ
も
の
街
が
沈
み
ま
し
た
。
私
の
留
学
先
で

あ
る
武
漢
大
学
が
あ
る
湖
北
省
武
漢
市
も
被
害
が
大
き
い
地
域

の
一
つ
で
し
た
。

　
し
か
し
、
武
漢
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
昨
年
に
限
っ
た

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
武
漢
で
は
「
春
天
来
看
樱
花
，
夏
天

来
看
海
（
春
は
桜
を
見
に
行
き
、
夏
は
海
を
見
に
来
る
）」
と
言

う
冗
談
が
よ
く
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
が
起
き

て
い
ま
す
。
毎
年
6
，
7
月
は
2
週
間
以
上
雨
が
降
り
続
き
、

水
は
け
が
悪
い
せ
い
か
街
の
あ
ち
こ
ち
が「
海
」の
よ
う
に
な
り
、

被
害
が
深
刻
な
地
域
で
は
床
上
浸
水
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

友
人
に
よ
る
と
、
武
漢
大
学
周
辺
の
商
店
も
毎
年
の
よ
う
に
浸

水
し
、
そ
の
度
に
新
し
い
店
を
入
れ
替
え
る
そ
う
で
す
。
昨
年

の
大
洪
水
の
被
害
は
最
大
規
模
で
、
約
5
0
0
棟
の
家
屋
の
損

傷
、
2
2
.
6
5
億
元
（
3
7
0
億
円
）
の
経
済
損
失
、
1
4

名
の
死
亡
者
を
生
み
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
な
ぜ
毎
年
洪
水
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
武
漢
の
地
形
と
都
市
開
発
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

長
江
が
通
る
武
漢
は
、
古
く
か
ら
水
の
都
と
も
呼
ば
れ
、
湖

も
多
く
水
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
し
た
。

し
か
し
、
1
9
5
0
〜
1
9
8
0
年
代
中
国
各
地
で
は
食
糧

不
足
が
深
刻
化
し
た
た
め
、
湖
の
一
部
や
池
を
埋
め
立
て
田

畑
に
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
9
0
年
代
に
入
る
と
埋
立
地
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ビ
ル
が
建
て
ら
れ
、
居
住
区
や
観
光
地
と
し
て
開
発
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
都
市
の
排
水
機
能
が
低
下
し
、
毎
年

の
よ
う
に
「
海
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
　

こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
2
0
1
3
年
地
方
政
府
は

1
3
0
億
元
（
約
2
1
5
0
億
円
）
を
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム

の
改
善
に
充
て
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
現
状
が
変

わ
ら
な
い
こ
と
に
市
民
は
不
満
を
募
ら
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

特
に
被
害
が
拡
大
し
た
昨
年
、
武
漢
出
身
の
大
学
生
が
武
漢

市
水
道
局
に
対
し
て
1
3
0
億
元
の
使
い
道
を
公
開
す
る
よ

う
に
申
し
立
て
る
と
い
う
出
来
事
が
ネ
ッ
ト
で
も
話
題
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
は
と
言
う
と
、
ま
だ
深
刻
な
洪
水
被
害
は
出

て
お
ら
ず
、「
海
」
の
目
撃
情
報
は
ま
だ
な
い
そ
う
で
す
。

果
た
し
て
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
進
ん
だ
か
ら
で

し
ょ
う
か
？

　
武
漢
は
日
本
人
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
都
市

で
す
が
、
中
国
内
陸
部
で
最
も
開
発
が
進
む
中
核
都
市
で
あ

り
、
街
中
高
層
ビ
ル
や
商
業
施
設
、
工
場
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

で
す
。
表
面
的
に
は
「
発
展
し
て
い
る
」
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
す
が
、
一
方
で
、
都
市
開
発
の
基
盤
と
も
言
え
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
不
完
全
で
、
一
度
大
雨
が
続
け
ば
人
々
は
洪
水

に
苦
し
み
、
巨
額
の
経
済
被
害
を
生
み
ま
す
。

表
面
的
な
経
済
発
展
を
脱
し
、
武
漢
の
街
か
ら
「
海
」
が
無

く
な
る
の
は
い
つ
の
日
で
し
ょ
う
か
？

どうなる？中国の大気汚染  ―改正大気汚染防治法への期待？―
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コラム：女    子  大    生    は   見   た！そ   の     2　内    陸   な  の   に「   海     」が   見   え  る   街          ―         武    漢
　　　　　　當間美波 (神戸市外国語大学中国学科 4年 )
(2015 年 9月～ 2016 年 7月中国 湖北省 武漢大学に留学 )

武漢大学周辺のようす
（2016 年 7月撮影）

街中を歩く人々
（2016 年 7月撮影）

④
宋
克
明
氏
の
報
告

　
四
人
目
の
報
告
者
は
、
河
南
省
と
山
東
省
に
ま
た
が
っ
て

広
が
る
湿
原
で
、
渡
り
鳥
と
そ
の
生
息
地
を
保
護
す
る
活
動

を
２
０
年
以
上
も
続
け
て
い
る
「
長
垣
県
緑
色
未
来
環
境
保

護
協
会
」
の
会
長
の
宋
克
明
氏
で
す
。
宋
氏
が
特
に
注
目
し

て
い
る
雁
は
、
東
欧
諸
国
で
は
す
で
に
絶
滅
し
て
い
て
、
東

ア
ジ
ア
で
も
今
で
は
８
０
０
羽
に
満
た
な
い
そ
う
で
、
し
か

も
個
体
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

宋
氏
が
活
動
す
る
黄
河
沿
い
の
湿
地
帯
で
は
、
渡
り
鳥
保
護

協
定
の
保
護
対
象
鳥
類
が
１
０
９
種
、
国
家
重
点
保
護
鳥
類

が
３
６
種
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ
ア
の
雁
の
約
２

分
の
１
（
３
０
０
羽
あ
ま
り
）
が
こ
こ
で
冬
を
越
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
こ
の
渡
り
鳥
の
越
冬
地
で
は
、
季
節
に
な
る
と
渡
り
鳥
の

違
法
な
密
猟
が
増
え
る
た
め
、
宋
氏
の
主
な
活
動
は
こ
れ
ら

の
違
法
な
狩
猟
を
地
元
の
警
察
と
協
力
し
て
防
止
す
る
こ
と

で
す
。
密
猟
は
夜
に
多
い
た
め
、
宋
氏
の
活
動
も
夜
の
見
回

り
が
多
い
そ
う
で
す
が
、
驚
く
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
に
密
猟

さ
れ
た
鳥
を
料
理
し
て
出
す
露
店
も
少
な
く
な
い
そ
う
で

す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
最
近
で
は
ご
み
の
増
加
な
ど
の

環
境
悪
化
も
渡
り
鳥
の
生
息
地
に
影
響
を
与
え
て
い
る
た

め
、
環
境
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組
織
し
て
湿
地
保
護
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
中
国
で
実
際
に
活
動
し
て
い
る
４
つ
の
環
境

N
G
O
の
方
か
ら
直
接
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
、
中
国
の
深
刻
な
環
境
汚
染
の
状

況
ば
か
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
問
題
解
決

の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
実
際

の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き
な
成
果
だ
と
思
い

ま
す
。

徐華氏が廃油をリサイ
クルして作った石鹸
（2016 年 12 月 21 日
発表資料より）

講演を真剣に聞く
参加者のようす
（2016 年 12 月 21 日
撮影）

　
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
地
域

の
住
民
と
協
力
し
て
廃
油
を
回
収
し
、
回
収
し
た
廃
油
か

ら
石
鹸
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ

て
、
地
域
住
民
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
そ

う
で
す
。
中
国
料
理
は
油
を
た
く
さ
ん
使
う
た
め
排
出
さ

れ
る
廃
油
も
多
く
、
こ
の
よ
う
な
活
動
の
意
義
も
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

「
海
」
の
原
因
と
対
策

武
漢
に
て
「
海
」
を
見
る

お
わ
り
に

活動報告をする宋克明氏
（2016年 12月 21日撮影）



　
今
号
で
は
、
２
０
１
６
年
１
２
月
２
１
日
に
開
か
れ
た
２
０
１
６
年
第
４

回
日
中
環
境
問
題
サ
ロ
ン
「
中
国
の
公
害
・
環
境
問
題
と
環
境
N
G
O
の
取

り
組
み
」
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
の
サ
ロ
ン
は
、
一
般
社
団
法
人
ナ

レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
協
力
に
よ
り
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
の
ナ
レ
ッ
ジ

キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

第四回日中環境問題サロンの様子（2016 年 12 月 21 日撮影）


